
平成 30 年度 東京都内湾水生生物調査 2 月成魚調査速報 
 

●実施状況 

平成 31年 2月 20日に成魚調査を実施した。調査当日は大潮で、干潮が 11時 42分、満潮が 5時 55分

であった（気象庁のデータ）。調査当日の透明度は 2.3～5.5m であり、全地点で赤潮状態は確認されず、底

層の貧酸素状態についても確認されなかった（底層の DOは、St.35 で 7.8mg/L、St.25 では 9.1mg/L、St.22

では8.2mg/L、St.10では8.9mg/Lであり、飽和度は87.5～99.3%と高かった）。全地点で、ハタタテヌメリ等の

魚類が確認されたほか、シャコやケブカエンコウガニ等の甲殻類も多く確認された。 

 St.35 St.25 St.22 St.10 

作業時刻 9:53-11:12 11:20-12:15 12:30-13:10 13:11-14:20 

水深（ｍ） 25.0 12.1 13.1 8.2 

天候 快晴 快晴 晴 晴 

気温（℃） 14.8 15.2 17.0 17.2 

風向/ 

風速(m/ｓｅｃ) 
N/2.2 NE/1.5 CALM E/4.0 

波浪(m) 0.4 0.2 0.2 0.2 

透明度(m) 5.5 2.8 2.5 2.3 

観測層 上層 下層 上層 下層 上層 下層 上層 下層 

水温(℃) 9.4 10.9 10.4 9.9 10.3 10.1 10.5 9.7 

塩分（－） 32.0 33.2 30.7 32.4 31.6 32.6 31.8 32.4 

ＤＯ(mg/L) 10.9 7.8 10.2 9.1 12.3 8.2 11.7 8.9 

ＤＯ飽和度(%) 116.9 87.5 111.0 99.3 134.5 89.7 128.1 96.5 

ｐＨ（－） 8.4 8.3 8.3 8.3 8.4 8.3 8.4 8.4 

水の臭気 なし なし なし なし なし なし なし なし 

備考 
 引き揚げ時に網が一

部破損した。 

応急処置をした網で

曳網した。 

応急処置をした網で

曳網した。 

観測層：上層（0m）・下層（海底面上 1m） 

●主な出現種等 （速報なので、種名等は未確定です。） 

主な出現種等 St.35 St.25 St.22 St.10 

魚類 テンジクダイ(+) 

ハタタテヌメリ(+) 

マコガレイ(r) 

ハタタテヌメリ(r) 

スズキ(r) 

アカエイ(r) 

ハタタテヌメリ(+) マゴチ(r) 

スズキ(r) 

 

魚類以外 

（目立った種） 
ケブカエンコウガニ（m） 

マルバガニ(m) 

シャコ(c) 

オウギゴカイ（m） 

スナヒトデ(+) 

シャコ(r) 

トリガイ(c) 

アカガイ(+) 

サルボウ(r) 

オウギゴカイ(m) 

ホンビノスガイ（r） 

スナヒトデ(r) 

備考 上記の他、シログチ、

コモチジャコ、アカハ

ゼ、モヨウハゼ等が

採取された。 

上記の他、ダンゴイカ

科、ケブカエンコウガ

ニ、エビジャコ属等が

採取された。 

 

上記の他、サルエ

ビ、ヒメガザミ、スナヒ

トデ等が採取された。 

 

ホンビノスガイの死殻

が大量に採取され

た。 

 

注）表中の（ ）内の記号は大まかな個体数を表す。 

G:1000 個体以上、m:100～1000 個体未満、c:20～100 個体未満、+:5-20 個体未満、r:5 個体未満 



調査地点：St.35  

 調査地点位置        水質状況       地点状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採取試料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な出現種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハゼの仲間の中では、比較的深所

に生息する。東京湾全域から出現

記録があるが、現在は主に湾奥に

分布する。産卵期は春で、採取さ

れたメス個体の腹部が大きく膨らん

でいた。 

 

南側には東京湾アクアライン「風の塔」が見

える。 

東京湾アクアライン 
「風の塔」 

東京湾全域から出現記録があ

り、内湾で特に多くみられる。産

卵期は 11～3 月で、やや岸寄り

の海底で産卵する。東京湾での

小型底曳網漁業の対象として、

最も重要な魚種の一つ。 

 

体長 10cm 程。砂泥底に生息する
ウミウシの仲間。体は楕円形で扁
平である。体側の外套膜の下に
は、特徴的な鰓板（体側に沿って
並ぶ鰓）がある。ウミエラなどの刺
胞動物を食べる 

コモチジャコ 

タテジマウミウシ科 

*写真のスケール 1目盛：1mm 
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採取物全体 

タイラギは死殻 
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調査地点：St.25  

調査地点位置        水質状況       地点状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採取試料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な出現種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西側には東京国際空港があるが、調査

時は霞がかっていた。 

。 

体長 15cm 程になる。東京湾で

は水深 15～30m に生息する。

肉食性で、甲殻類、多毛類等

を捕らえて食べる。産卵期は 4

～9 月で、貧酸素水塊の解消

後に加入し、成長したものと考

えられる。 

*写真のスケール 1目盛：1mm 

東京湾を代表する魚種で、東京

湾は全国有数のスズキの産地で

ある。大型の肉食魚で、最大 1m

程まで成長する。成長に伴い、セ

イゴ、フッコ、スズキと名前を変え

る出世魚。 

東京湾で最も普通にみられるエ

イの仲間。胸鰭で海底をあおい

で掘り起こし、隠れている甲殻

類や多毛類などを食べる。尾部

の毒棘は大変危険。2000 年以

降、東京湾で増加傾向にある。 

 

シャコ 

アカエイ 

スズキ 
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＊引き揚げ時に網が一部破損 



調査地点：St.22  

調査地点位置        水質状況       地点状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採取試料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な出現種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北西側には東京ゲートブリッジがあるが、調

査時は霞がかっていた。 

内湾の泥底に生息する。湾奥部

では夏季の貧酸素水塊の発生に

よりほとんどが死亡する。貧酸素

水塊解消後に出現した稚貝は、

翌年春に60mmに成長し、漁獲さ

れる。千葉県では、重要な漁業

対象種となっている。 

東京湾で最も普通にみられる小

型のクルマエビの仲間である。

内湾の砂底～砂泥底に生息す

る。日中は砂に潜っており、夜

間に活動する。7～8 月が産卵

盛期。 

*写真のスケール 1目盛：1mm 

殻長 10cm 以上になる大型種。

潮下帯から水深約20mまでの砂

泥底に生息する。右上写真がサ

ルボウで、両種はよく類似する

が、殻の表面の筋の数で区別す

る（アカガイ 42 本、サルボウ 32

本）。 

アカガイ 

トリガイ サルエビ 
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スナヒトデ

  ホンビノスガイ 

サルエビ

  ホンビノスガイ 

エビジャコ属

  ホンビノスガイ 

ハタタテヌメリ

  ホンビノスガイ 

シャコ

  ホンビノスガイ 

トリガイ

  ホンビノスガイ 

アカガイ 

サルボウ

  ホンビノスガイ 
オウギゴカイ

  ホンビノスガイ 

ケブカエンコウガニ

  ホンビノスガイ 

サルボウ 

＊応急処置をした網で曳網 



調査地点：St.10  

調査地点位置        水質状況       地点状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採取試料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な出現種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北側には、東京ディズニーリゾートが見える。 

成長すると殻長 10cm を越える大

型の種。貧酸素状態などの環境

悪化に耐性がある。外来種であ

るが、東京湾では漁獲対象となる

ほど増加している。殻の色は本

来白っぽいが、底泥中の硫化物

の影響で黒っぽくなっている。 

内湾や河口域の水深 30m以浅の

砂泥底に生息する。稚魚は干潟

息等の浅所で生活し、成長ととも

に深い場所へと移動する。砂泥底

に潜み、底生生物や小型の魚類

を餌としている。 

※解説は、St.25 を参照。 

成魚調査でスズキが採取される

ことは珍しいが、今回の調査で

はSt.22と St.10の2地点で採取

された。 

*写真のスケール 1目盛：1mm 

マゴチ スズキ ホンビノスガイ 
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フジツボ類 

ホンビノスガイの死殻が

大量に採取された。 

オウギゴカイ 

＊応急処置をした網で曳網 


